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淡江大学教授
陳 伯 陶
-､始めに
岩崎呉夫の 『芸術餓鬼』 (一九九三年七曜社出版)の序文の中に､かの子の実子岡本太
郎が
｢岡本かの子ほど神秘的な女性は知 らない｡
かの子文学があれだけ読まれ､強烈なイメージを打ち出 しているのに､作者の実態
はひどく伝説的で正しく掴え良れていない｡それは彼女が余 りに独特であり､豊かな
人間像の故であろう｡
息子の私でさえ､彼女の生命の不可思議に呆然 とするo実はやや､お手上げの態な
のである｡
まったくその伝記貯な興味と､性格の本質的な複雑さが奇妙にズレていて､かの子
に近づ くことは至難と考えられている｡ ｣
と書いている｡日本の近代文学史､特に女流作家の中で､岡本かの子ほど議論をかもし､
戟誉褒股に富んだ作家は少ない｡宮本百合子 ･林芙美子 と並んで昭和十年代の女流作家の
三羽烏であった岡本かの子が､他の二人と比べて､なぜ賛否両論にはっきり分かれたのか
は不思議である｡宮本百合子と林芙美子両人は､文学史上すでに一定の地位を与えられ､
揺るぎない女流作家 という名声を博しているのに対 して､なぜ岡本かの子だけがいまだに
その作家 としての位置付けがなされていないのかが不思議でならない｡これが筆者が敢え
て ｢岡本かの子論｣を研究対象に選んだ研究動機である｡
本論文は､一応かの子が歌人から出発 し､仏教に入門､更に宗教家 として宗教文学､最
後に本格的な小説へと進んだその足跡の中で,歌人､仏教家 と小説をかの子は短い一生の
中でなし遂げ､世人の穀誉繋舵はあったけれども､かの子はそれな りに成果を世人に披露
している｡そして歌 ･仏教家 ･小説はいわゆる彼女 自身が言うところの ｢三つの癌 Jであ
った｡従って本論ではかの子のいわゆる三つの癖に的を絞 り､探究するものである｡
もちろん､かの子文学が簡単に筆者の探究から完全にその世人の ｢賛否両論｣を解明で
きると自負するものではない｡しかし本論の探究によって少 しでも世人の言う難解なかの
子文学の一端にでも触れることができたら望外の喜びである｡
そこでまずかの子文学の ｢賛否両論｣であるが､まさに人それぞれである｡かの子の文
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才を不世出のころからずっと支え､文壇に蒜等してきた川端完成や､手崩 しで褒める藤房
雄､または深田久弥のように､ ｢岡本かの子は制約された秀才ではなく､方図のない天才
であった｣ (注 1)とはめたたえられているかと思 うと､その一方では､それをけなす文
学者 もいた｡それを代表する女流作家としては､門地文子が挙げられる｡
r時々彼女 と一緒になる機会があったが､その豊満な肉体を人眼を惹 く洋装でまと
い､あくどいまでの厚化粧､指には大きな指強を三つもはめているといった態の女史
と､銀座など歩いていると､こちらが気が負けるような具合であった｡それは天成の
童女 と､第一義的なもののみへの執心 と､不敵 な自信力 との表現だったのであろ
う｡｣ (注 2)
と評 している｡これを筆者は敢えてナルシシズムと解釈 し､別の機会に詳 しく述べること
にする｡そしてここではかの子の三つの癌に焦点を当て､検討 を試みるものである｡
二､短歌への目覚め :
岡本かの子の 『最終歌集』の後書きにかの子自身が述懐 しているように､十二の歳 (明
治三十四年)に ｢紅椿｣の歌が雑誌 『新声』に採用され､それがかの子の性の目覚め (初
潮)と時を同じくし､品川 らの意欲的な文学生活に啓発され､昭和四年の外遊前に出した
『わが最終歌集』に至るまで､実に二十^年延々と三十一文字 に親 しみ､続々とかの子独
特の短歌を発表 している｡もちろん､ 『わが最終歌集』発表以後も､短歌は果てることな
く､随筆のなかに組み込まれ､死後にも遺作として発表されているo
岡本かの子の短歌は､かの子の処女歌集 『かろきねたみ』､ 『愛のなやみ』上巻､『愛
のなやみ』下巻､ 『浴身』と 『わが最終和歌 』などが､かの子の短歌の代表作であると
言われている｡果 たしてこの短歌抜かの子のどこに潜んでいたのか｡それはかの子の幼い
頃か らの父母､更 に養育母､兄品川の影響こ跡見女学校の落合直文 ･大和田建材 ･大口鯛
口といった歌人や歌学者､さらに服部窮治ら教師の影響によるものであることは周知の通
りである｡しかし､かの子が言うように､果たして彼女の歌は健の目覚めとなんら関係が
あったのかをまず考えてみる｡
1､かの子の性別意識 ･早期教育と短歌との出会い
かの子はしばしば月経を女性の誇るべき肉体上の特質 として大過に描いている｡例えば
『女体開顕』 (′)､説)での結びの一節で
｢汽車の動揺に連れ､奈 々子はふ と身体に､生まれて以来覚えのない違和を感 じ
た｡女 となったしるしの初潮か｡｣
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｢宗ちゃん､ちょっと待っててよ｡あたい､ご不浄へいってくるから｣｢しょんべ
んかい? !｣｡
東海の日の出は車窓に隆々と昇っていく
また妓女の短歌にも
rくれないの花をいとしとわが保尿器棒がもとにあけて芙 まLも｣
と臆面 もなく女性の性の目覚めや､裸身の恥部を椿に例えて見惚れ､大旗に女性の象徴の
美 しさを短歌に綴 っているところは､当時の世相ではまさに見事 というほかはない｡そこ
から推 して女性の初潮は､彼女にとってはほんの初歩的な女体賛美でしかない｡
では､彼女が富豪の一令嬢でありながら､なぜ敢えて当時 としては大胆な女性特有の描
写､換言すれば女体を大衆の前にさらけ出して臆するところを知 らなかったのか｡そして
かの子の心理状態は､果たしていかなるものであったのか｡更 にそれを如何に短歌 と結び
つけたのかを次に考えてみるO
豪家に育 ち､幼少のころより実母､養母や兄品川の文学的影響 を受けたかの子には､他
人 より何倍層かの文学的素養が幼児から培われていたことと推測される｡性の目覚めにつ
いては､特に幼児期の養母の漢学や普段のしつけを､通 して女性の初潮に対する知識や女
体に対する認識を教えられ､かの子をして同年代の少女より性 に対する知識が豊富であっ
たことであろう｡性の目覚めは女性にとっては一人前の女になったことの評である初潮や
性の目覚めによって一人前の女性になったことを､かの子は誰 に数えてもらうことなく自
覚 したことであろう｡
そして長 じて後､兄の影響によって､かの子は早 くから文学 に近づき､文学を通 して男
女関係を知 り､当時男性に独占されていたような文学界に一女健 として登場することを望
むようになった｡文壇に名を残すためには､女性にとって短歌 は手頃な文学作品であっ
た｡ましてや､文学に親 しんではきたが､本格的に文学の勉強をしたことのないかの子に
とっては､日本語特有の五七調の リズム､そして日本古来からの文化遺産である短歌は､
可能性の一番高い方法であったことであろう｡
かように､かの子にとって性の目覚めがただちに表現意欲の目覚めと結びついていった
ことが想像される｡かの子の場合､養育母の早期教育から引き続 く文学書の耽読によって
十二歳の時から蔑歌を詠み始め､それを雑誌に投稿 し姶めたと言 う｡メンスは女性 として
の自意識を高め､男女の性別の違いを余すところなく告白する重要事であった｡そして彼
女の場合､文学の目覚めは性の目覚めと一致 した｡しかし､ これは彼女特有の早期教育に
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よって得 られた昔 .男女に対する桂知蒜にはかならない｡これ を早速早合点 して､女性で
あれば誰で もこうなると誤解されては､かの子の文学は理解出来ない｡
かの子文学の渡泉は実に早期教育であり､その後に続 く跡見女学校での薫陶､そして次
兄雪之助 (大貴品川)の影響であったC特 に初潮期後から結婚前後 までの約十年間､成長
期のかの子 は品川 によって文学の道へと導かれ､形作 られたといっても過言ではない｡
従って､次にかの子の早期教育について触れてみる｡
かの子の母は元来病弱であったので､実際にかの子を養育する任に当たったのは､薩摩
藩祐筆 (書記)を父に持ち､古典の教養 と厳 しいしつけを身につけた遠縁の未亡人であっ
た｡かような教養 を持つ養母のもとで育て られたかの子にとって､その しつけは厳 しいも
のであったが､その反面､この養母には子供がなかったので､それ こそかの子を自分の娘
のように溺愛 したことであろう｡養育母が遺言として､自分の蔵書や衣類､家財など､自
分の持ち物すべてをかの子に与えると書 き残 して明治四十一年 に死んでいることからも､
養育母が如何にかの子を愛 していたかが伺われる｡
徹底Lた早期教育 は､かの子の五歳の時か ら始まり､まだ満足に rいろは｣も読めない
幼児に ｢源氏物語｣の桐壷の巻を口移 しに覚 えさせ､寝物語には､西洋のう丘代史を語って
聞かせたという｡ この養育母の教育の内容にはおのずと男女関係がついて回る｡
かの子は近所の寺で開かれている等小屋の塾にも入れられ､漢文 をたたき込まれ､家で
は又乳母 (養母)によって御家流風の習字を仕込まれたりもした｡ このような環境のもと
で短歌に対する興味は早 くから目覚め､八歳のころには養母に風呂の中で抱かれながら初
めて歌のようなものを詠んだという｡更に父寅吉も彼女を偏愛 した｡ この父 と養母の溺愛
が相まって､かの子は幼い頃から ｢エ リー ト意識を持ち､我が億に成長 した｣ことは予想
に塞 くない｡かの子は更に身体 も弱い方であったので､自然に同年配の村の子供たちと親
しくなることがで尊ないで､彼女自身､神経質な､それでいて一見他人には見ら申ない ｢
将来に夢 を持つ少女｣へと育っていく｡ これが彼女の受けたいわゆる早期教育であった｡
その後､明治三十五年に跡見女学校に入 り､跡見女学校の校長跡見花漠の本格的人格教
育のもとで文学的教養を身につけ､森鴎外訳の r即興詩人｣な どの翻訳 ものに読みふける
日々が続 き､また短歌への関心を強めることができた｡穎歌を受け持った服部粥治も､か
の子の籍歌の天分を兄 い出 して熱心に指導 し､学内雑誌には毎号のように､かの子の歌が
掲載され､評判 も艮かったという (注 3)｡ これらのことは､かの子のエ リー ト意識と文
学への情熱 を更 にあお りたてるには申し分のない環境であった といえよう｡
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学内投稿だけではあきたちないかの子は､畏敬する兄雪之助 (号 ･品川)と接する機会
が増え､兄がつき合っている谷崎純一郎ちとも親しくなり､彼 らが活発な文学精勤を始め
たのに刺激を受け､当時の文学青年たちにとって憧れの的であった r文学世界｣や ｢女子
文壇｣などにも､投稿するようになる｡東京府立一中 (現在の 日比谷高校)､一高､帝大
(現在の東京大学)と､当時のエ リー トコニスを歩む兄品川は､妹かの子を異常なまでに
愛 し､かつその人間形成 と文学の目覚めに極めて大 きな影響を与 えたことは言うまでもな
い｡エ リー トがエ リー ト意識を育てたのである｡
上記のこれらの人達の影響は確かにかの子の文学への傾向を助長させたが､ この文学的
環境だけでは短歌は育たない｡ここに早熟な詩才を持つかの子本来の詩才が必要 となって
くる｡換言すれば､かの子の養育母や兄による教養は､かの子 を一個の短歌作家 として世
に送 り出した最大の原因ではあるが､歌に対する天賦の才や､かの子 自身が持って生まれ
た特異な性格が決定的にかの子を短歌に走 らせた一田となった ということがいえる｡
かの子の早期教育や兄品川の影響について述べたが､ ここで更にかの子自身の性格につ
いて触れてみる｡歌を作ることはひとつの芸術であり､またーそこには天性備わった性格や
素質 というものがかかわって くる｡短歌は極暑の感情を吐霜するのに格好な場所である｡
かの子の性格を述べる際､そこには我が億に育ち､感情過多の気質を持ち､その一生を文
学の世界で短距離 を突走って破綻するところを救われ､よく長距酸を耐え抜いた理由のひ
とつに､教養による性格の後天的複雑さと多趣味さ､更に結婚生活の破綻という現実 とを
併合して考えなければならないO
明治四十二年か ら大正元年十二月ころには､かの子はすでに第三歌集を発表している｡
この時期のかの子の_性格や個性､更に-平との結婚は､かの子の短歌を云々する場合､重
要な示唆を含むものとして考えられる｡それは次に述べる｡
2､短歌から文学の領域へ転向
同じ昭和十年代の文学作家でも､例えば宮本百合子や林芙美子のように最初から小説に
取 り組むのが普通であったが､どうして岡本かの子だけが最初 に短歌に取 り込み,晩年の
極近い期間に小説に転向したのか､その原因なかの子の女性のサガ (性)に求めてみたい
と思う｡それにはもろもろの原因が絡みあっていたが､その主要な原因としては､かの子
の ｢多感多情な､飽 くことなき男女関係｣が始終からんでいたか らである｡そしてその男
女関係に一応終止符をつけた時がかの子の文学の始 まりと解釈 したい｡
明治四十二年の春,当時二十歳のかの子は､東京帝国大学法学部学生の松本氏 と恋愛す
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る｡しかし松本氏が強度精神衰弱で急逝したことで､かvm,子は一度藁竃病にかかった｡梅
本かの子はその後､伏屋氏 と恋仲になる｡しかし､ この伏屋武竜 との恋愛は､双方の家柄
や身分 ･職業などの理由で､恋が破滅する｡かの子は引き続 く破恋のため､その刺激でま
たもヒステ リー性変哲病に躍る｡
それでも明治四十二年 (二十歳)の夏､轟を症療養のため､信州に父 と避暑に行き､そ
してここで も同 じ旅館に滞在 していた同宿の上野美術学校生､中井金三 とすぐ親 しくな
る｡中井の同級生であった岡本一事とも知 り合いになり､かの子からハムを分けてもらっ
たことがきっかけとなって､-平との交際が急激に進展するO しかし､かの子は-平との
交際は続けなが らも､当時滞在中の画学生たちとの交際を避暑が終わった後 も続けてい
た｡まさに多情多感な女性であった｡
この頃､お互いに気にいっていた岡本一平 と大貫かの子の間 に書信､歌の往来があった
ことは当た り前であろう｡心の傷が回復途中のかの子にとってJ一平の手紙や短歌が､彼
との結婚に拍車をかける結果 となった｡
しか し､大地主､豪農の娘 として育ったかの子は-平との結婚で､下町の生活に直面
し､成長環境の差異や姑や小姑 との同居などの問題が､世間知 らずのこの箱入 り娘をして
人生最初の苦難に陥入れた｡下町での事ごとに義理 と人情が強いられる町人気質の生活､
隣づき合いに療我慢のミエを張るかわり､けちな程までつつま しい台所の経済は､かの子
を慌てさせたことであっただろう｡
明治四十五年､定職のない一平に､にわかに夏目激石の新聞連載小説 『それから』の挿
絵を新聞紙上一段一寸八分の中にコマ絵を書 く仕事が舞い込んできた｡率か不幸か､岡本
丁平の評価は予想以上の好評を得たJCめ､一平の収入が増え､一家の経済生活が裕福に
なった｡しか し､収入が増えたことは､かえってかの子の結婚生活に破綻を来したOお金
に困らなくなった-平は､ この時から家庭を顧みなくなり､芸者 まで家に連れて帰って､
酒色三昧の放蕩な生活が始まり､家庭生活は支離滅裂 となる｡ (注 4)
-平の放蕩三昧 と時を同じくするように､大正元年十一月二 日,いつでもかの子の頼 り
になり､慰めてくれた最愛の次兄雪之助が丹毒で急逝 した｡かの子は精神的にも肉体的に
も大きなショックを受け､心はぼろぼろに破れ､彼女の生命の花が萎んでいった｡ この心
の動揺を慰め､兄への哀傷の糧に､かの子は手短かに始められ る短歌に生きがいを兄いだ
す｡それを勧めたのは-平であった｡そして処女歌集 『かろきねたみ』が上梓された｡
大正七年二月東雲堂書店で第二歌集 『愛のなやみ』が刊行された｡かの子はこの歌集に
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｢愛はなやみなり｡進めば囚はれ易 く､退けば堪へず淋 し｡われ､ これを求むる情
のかぎりもなくはげしきに､心あやにくかよはくて､堪えずそのなやみに傷む｡わが
うちにひえおみつつ うつむき勝ちに綴れる 『愛のなやみ』一巻をひもとかばおのずか
らなるをんなのなげ告をききたまふべ し｣ (注 5)
と自己の女の ｢愛｣を振 り返っている:
そして不幸は更に続 く｡まず､母親 アイが死去｡そして､母の死去間もなく､かの子は
またも早稲田大学文学科英文科生堀切茂雄 と恋愛に墜ちる｡-平に裏切られたという愛へ
の絶望の果てに､いつの間にか､かの子は繊細で自分の話をよく聞いてくれる茂雄に傾倒
していく｡しかし､かの子は一子の母 として心の不安を一平に話 し､茂雄 との恋愛を打ち
明け､その了承を得た｡世にも不思議なかの子の男女関係の物語が始まる｡一平は良 く言
えば江戸っ子の気質､悪 く言えば見えっぼ り､やせ我慢で､茂雄 との同居生活を許 し､三
人の同棲生活､三角関係 という不正常な夫婦関係が一年以上続 く｡
世の倫麺を無視 したこの不自然な生活は､三人とも傷つけずには置かなかった｡間もな
く破局が訪れた｡茂雄を妹キン (錦)の下宿で発見 したかの子は激怒 し､また長女豊子と
次男健次郎の出産 と相次ぐ死亡で､かの子はまたも悲 しみの ドン底に陥いる｡かの子はも
う子供を産む気力もなく､その悲 しみや空 しさをキンと茂雄に向け､その怒気と二人の間
にできた子一一豊子について悩むようにな り､ついにかの子自身は r産後逆血｣によって
入院する｡
間もなく､茂雄は肺結核によって故郷でこの世を去るが､相継 ぐ身内と愛人の死去で岡
本かの子は悩み､苦 しみ､男女の愛欲や身内の愛情の激 しい葛藤が､かの子の歌集 『愛の
なやみ』となって現れる｡もちろん､ この歌集には茂雄に閑す争思い出の歌が数々あるo
｢しみじみと恋にやつれし頬を撫でて泣くかや君は故郷の温泉に｣
｢寂 しきゃと問えばうなず蓉さしぐみしみ眼なるよ君ついに閉じLは｣
かように､かの子の歌 とは､まさにかの子の生 きざまを映 し出したものにはかならな
い｡恋愛 ･失恋 ･結婚の破滅､不倫､そして近親の死去 と､かの子の歌はまさにかの子自
身の女性 としてのサガ (性)であった｡
次に､かの子の歌集の中で世評の一番高い 『浴身』を取 り上げる｡
このような乱脈 とも言うべき生活は､もう自分の意志､あるいは頭ではその悩みや罪
悪 ･煩悩を解決できないところまで来ている｡精神の状態が最高に衰弱した結果,陥るの
は決まって身体的に病むことである｡自分の人生における悩み､罪悪感､罪の意識から逃
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れ る た 治 ､当然の標語 として､かの子娃普通の人 と同じように宗教に義いを求める｡
一平 と一緒に麹町の教会に通い始めたがこ~食前の祈祷に疑問を抱き､更にキリス ト教の
罪意識に抵抗を感ずるかの子は､更に一平の導きによって､仏教 ･仏典を学び始 めるよう
になる.たまたま 『歎異抄』の ｢善人なおもて住生を遂 ぐ､いわんや悪人 をや｣に共鳴
し､仏教に傾倒 していく｡
何事にも執念を燃やすかの子は､煩悩や苦痛から逃れるため､宗教の研究に没頭した｡
親鷲のほか‥法然卜日蓮､打座卜公案までも工夫 した. このような琴数教義の研究によっ
て､かの子の r生命哲学｣の思想が確立 し､思考体系 と文学の世界も具体化する声うにな
って来るようになったとかの子研究者は異口同音に言っている｡もちろん､仏教研究によ
ってかの子 も少 しは心の落ち着きを取 り戻したことであろう｡
間もなく 『浴身』という歌集が出た｡桜と題する連作を中心に､息子太郎に寄せる歌､
及び関東大震災前後の世相 と風物に即 した歌の三つの課題である (注 6)｡発表後､北原
白政 と宮本富合子 などにもこの百首の歌を激賞され､岡本かの子の前の歌集より結構評価
が高かったといわれている｡
しかし､仏教の防究によって心のよりどころを得たとはいっても､また元の多情多感な
かの子に戻 る｡体が弱 く多病なかの子は､痔の手術のために慶応大学病院に入院するOそ
して外科の医者新 田 (瀬戸内晴美は仁田勇と書いている)亀三に逢って､かの子はまた何
度目かの恋に陥る｡ この不倫関係が評判になり､慶応大学付属病院では亀三を北海道に左
遷する｡それでも､かの子は亀三を追って､二 ･三回北海道 まで訪ねて行った｡そして不
思議なことに､真一平はその都度かの子を青森まで送 り迎えに行 っている｡まさに一般の
常識を超えた夫婦の姿であった｡かように目立った訪問によって､岡本かの子は ｢新田さ
んの東京の奥さん｣と呼ばれるようになった｡結局､新田亀三､一平とかの子の三人の同
棲生活がまたも始 まる｡この時期のいろいろについて､かの子は 『浴身』の序で
｢私自身のよろこびの中心は､私の過去七､八年の生活の推移や種々相がすべてこ
の-集に閉ぢつ くされている｣
と言っている｡要するに､かの子の歌集 とは､かの子のふしだらな男女関係､そしてかの
子自身の心億であった｡最後の第四歌集は所謂 『わが最終歌集』である｡真面目に仏教を
研究 したかの子は､ この間に､仏教に関する演説や発表などに多忙であったが､それでも
更に恒松安夫がこの三角 ･四角関係に加わる｡
昭和四年十二月二日､-平がロン ドンで開かれる軍縮会議に ｢漫画全権｣として朝日新
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間社から特派されたことを契機に､世にも不思議な一平､かの子､太郎､新田亀三､さら
に橿松安夫の五人の茂雄なヨーロッパ旅行が始まる｡外遊前に上梓されたかの子の 『わが
最終歌集』には､かの子の仏教研究に関連 した ｢仏教賛歌｣と題された五十余首の短歌が
あるが､大部分はかの子自身の感情 ･生活記録のようなものであった｡
したがって､かようなかの子の短歌総決算 とでも言うべき 『最終歌集』は､量質共に前
1
の歌集 『浴身』に劣る感を拭い得ないと研究者は言っている｡感情の豊富な､それでいて
耐え性のない自由奔放なかの子には､かような ｢仏教賛歌｣は似合わないものであったろ
う｡
ところで､この歌集にかの子は
｢敬神に白す (略)わたくしのみに放てあなたの恩寵に酬ゆる途は今日あなたとお
訣れする事であらねばならぬ｡あなたとお訣れして次の形式に私を盛る事こそあなた
へ対する私の適確なスケジュールの履行 と恩へてならなくなった｡
あなたが微笑みして私を送って下さることを感 じつつ私は今素直にあなたの前を下
げお訣れの言葉を申し上げる｡｣ (注7)
と正式に短歌 との別れを告げている｡もちろん､その後かの子 も多かれ少なかれ短歌を作
っているが､正式の歌集としては発表 しなやった｡
かの子がやっと 『最終歌集』で短歌と別れ､正式に小説に入 り込む決心をしたのは､か
の子の晩年のころであり､息子をバ リに送 り､-平 との仲も今 までのようにぎくしゃくし
たものではなくなり､また恋愛､不倫にも区切りをつけたころでもあった｡
かの子にとっては､兄の影響 もあって文学の表現形式の中心は当然短歌ではなく､小説
の創作であったOこれを彼女は r第一義の芸術｣と呼んでいる｡今までパッション ･情熱
的なかの子には男女関係が複雑に絡み､ r外遊｣を期に回り道をしながらやっとたどり着
いた小説の道であった｡
3､短歌 とかの子の一生
日本の矩歌は五七調の三十一文字で､個人の感情､考えごとを完望なまでに表すことで
は世界に類を見ない優れたものである｡こ･れは日本独 自の文芸であり､世界に誇れる文学
作品である｡かの子は小さい時から歌にかかわり､その処女歌集 『かろきたわみ』から 『
わが最終歌集』まで､収録された歌を見ると､筆者はかの子の短歌はほとんどが普通一般
の人の日記 という形式 と違った､一種の ｢かの子独自の生活記録｣であるように思 う｡
例えば､結婚前には全然家事などをしなかった岡本かの子にとって､結婚後､台所に向
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かって､
｢じゃがいもの真白き肌 に我指の傷の血 Lはのしこしに･じむも｣
と詠み､
子供の面倒を見 る時､乳が乏 しいかの子は一人で台所にいて泣 く子を見て何 もできない
自分を､
｢かの子かの子はや泣きやめて淋 しげに添い臥す雛に子守歌せよ｣
と短歌で自分を慰めている｡
かつて､一平が買ってくれた水晶の観音様の像についても､
｢白梅の盛れる今Elよ水晶の持仏観音拭きたてまつる｣
｢紅梅の色近 くしてくれないに染みたまふけ り水晶仏は｣
という風 に歌で 自分の感情 を表 し､更に 『わが最終歌集』では ｢子 と遠 く別るる予感あ
り｣ (注 8)と題 した歌で､なんとなくかの子の予見 した悲劇性 ･憂優性を表 している｡
｢子を離るる悲 しみ無 くばわれの棲む世はおうかたに安けきものを｣
｢人の子の母がその子 と国遠 く別るる嘆きなににたとへ｣
かの子の短歌､詩風を述べる際､筆者は岡本一平が歌集 『浴身』の版に
｢かの女は歌を十二歳か ら始めたと書いている｡かの女は他の部分は恐ろしく晩成の
人間だったが､文学的の部分はまた恐ろしく早熟だった｡｣ (注 9)
と言 うことに同感 である｡それも与謝野晶子 の歌風 ｢感情の解放 と尊重｣や ｢神秘の復
活｣､ ｢多彩なる表現｣などの影響が大き転.1のではないかと思 うO
■しか も､彼女の四冊の歌集のたいていの流れか ら､かの子の短歌の特色は ｢愛欲の吐
露｣であった｡その内容は どの歌集を見ても､かの子の恋･愛史 であ り､失恋の物語であ
る｡
しか し､かの子の歌の内容 はともか く､彼女の歌に対する執念はものすごいものであっ
た｡それはひとつには彼女の個性によるものであるが､更にもうひとつは彼女の受けた文
学的素養であった｡
彼女の最後の短歌集である 『わか最終歌集』の発行月日が､ ｢外遊｣の出発日と同日で
ある一事は､まず第一に､かの子 自身の心の整理ができたことを意味 し､更に短歌へ離縁
状を発表することによって､自分の生涯の大部分を占めていた短歌に ｢訣別Jを告げ､自
分に対 して背水の陣をしいたと言えないこともない｡そしていよいよ長い間次兄 との ｢約
束｣ (小説を書 く)を果たすのだと自分に言い聞かせたのであった｡
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4,結び :
漢学 と俳句で有名な祖父を持ち､父親の寅吉は謡曲をたしなみ､母のアイは学問好 きで
文芸芸事 に豊かな才能を持 ってお り､更に養育母の文学教養 はかの子の文学的素地を高め
るに十分であった｡
したがって､岡本かの子が短歌に持つ才能 t趣味は､両親か らの遺伝､養育母の影響､
そ してその後学校 での先生 による指導が幾重にも重 なって り､加えるに次兄雪之助の啓
蒙 ･啓発 は､一層かの子を短歌に走 らせ､更に小説へ転向さっせたのであった｡
ま◆た岡本かの子の短歌か ら小説への転向の歩みは､その加盟 した文学拭体によるという
より､個人の影響が大 きかった｡彼女が最初に加盟 したのは､与謝野鉄幹が主催 していた
新詩社で､発行物 は 『明星』であり,その次に加盟 したのが北村透谷が主催した 『文学
界』で､双方 ともあいついで文壇の主導的な地位に立った｡もちろん､ 『明星』や 『スバ
ル』時代のかの子 も一時的に活躍 したが､しかし､ これ らの文学団体の作風､思想形式は
あまり彼女に影響 を与えなかったようである｡それ と言 うのも､明星時代に作ったかの子 -
の短歌は､まだ模倣的な段階を脱 していなかった0
その模倣の相手 は､当時一番文壇の目を見張った歌集一一 『みだれ髪』でデビューした
作家､与謝野晶子である｡かの子は与謝野晶子が浪漫派の ｢感情の解放 と尊重｣や ｢神秘
の復活｣､ ｢多彩 なる表現｣などの特色すべてを受けたことであろう｡ちなみに､かの子
の初段階の作品に
｢我が髪の元結ひもややゆるむらむ温き湯に身をひたす時｣
(『かろ尊たねみ』より)
が ある｡
子供の ころか ら両親 ･次兄の愛や養育母の愛情を独 り占めに し､その後の両親や兄弟の
天折などが重 な り､長女で多病なかの子は､幼少の頃から家族の目や希望を一身に感 じ､
大貫家の富豪が彼女に与える無形の影響は､いつの間にかかの子のエ リート意識やわがま
まな性格 として形成されるようになるのも自然の成 り行 きであろう｡それは与謝野晶子の
｢感情の解放 と尊重｣と一線通 じるものがあるように思われる｡
かように過去の経歴や愛の遍歴披､彼女の短歌 ･小説の文学世界をして､何となく非現
実的 ･非 日常的なものにした｡しかし､かの子のこのいつまでも童心を抜けきらない性格
は､逆に彼女の感受性や浪漫的性格を増す結果となった｡かの子の歌の中には,日本特有
の美意識 ｢花鳥風 月｣, ｢さび｣､ ｢わび｣のような歌もあるが,しかし世間知らずのか
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の子には､生活に対する不語や不安などの款の方が多かった｡それを抜女は呂記形式にし
て発表 している｡例えば ｢無姻日記｣､ ｢感想日記抄｣｢歌日記｣と ｢歌日記拾遺｣ (『
岡本かの子全集第十二巻』)がそれである｡それらの日記類は､普通の日記形式で書かれ
た ｢無個日記｣ と ｢感想日記抄｣の他は､皆短歌である｡作品の量でいうなら､この種の
短歌の数が一番多いo
Lたがって､かの子の短歌をただの日本の歌文学 として詠むのではなく､普通の日記形
式と逢った､かの子の生涯の記銀のようなものとして詠むと､かの子文学に対する見方も
おのずから違って くるOすなわち､岡本かの子の短歌は形式的には三十一文字の短歌であ
るが､内容的にはかの子の日記であると筆者は解釈する｡
三､仏教家 :
前述のように岡本かの子は短歌 ･小説 と_並んで宗教を彼女の生涯の重要事といってい
る｡ここでは岡本かの子が何を理由に宗教にのめり､そしてキ リス ト教から仏教に転向し
たかを考え､更に岡本かの子が宗教家 として名を揚げたが､果たして宗教がかの子の文学
や私生活にどういう影響を与えたかを考えるものである｡彼女の宗教家として活動した苫己
録が少ないので､ こ こでは彼女の作品や先達の研究から考察を加えたい｡
十二才ころか ら短歌に親 しみ､結婚生活の不如意から大正六年に宗教の門に入 り､その
後十数年間､仏教の研究に没頭した｡その 『わが最終歌集』の ｢歌神に訣別を申する｣と
いう短歌で
｢にばたまの 夜を行きつつ わが足の 踏み蒔けかる 音を聞くかも｣
｢おのが咲 く 枝を達へず この花や まさしく咲きて 散 りにけるかも｣
｢み悌が まことにまことに このわれに~与へたまはば 刃にも伏してん｣
と､歌をもって彼女がすでに仏教に傾き､そこに心の安 らぎを求められるようになったこ
とを語っている｡
さてその原因であるが､これはかの子の歩んだ生涯から考えるほかに方法はない｡彼女
の生涯において幼少から多く生家の物質的優位を与えられ､そして精神的には自由奔放 ･
奇矯倣憤 ･自己陶酔の性格を持ち､長 じた後の私生活､特に結婚.そして魔界､更にその
後の男女関係においては､しばしば世間の聾盟を買 うほどの乱行ぶ りを誰博ることなく繰
り返 し､五十年の生涯を閉じた｡その彼女については､いくらわがままな彼女でも当然精
神的苦痛があった｡そのかの子の精神的な支えとなったのが宗教であった｡ この宗教が実
質的に岡本かの子を救い､その生涯を無為に過ごすことなく､短歌､宗教家､そして死ぬ
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前の三～四年間の小説に対する執念を燃やし続ける原動力とな ったようである｡そこで彼
女の宗教家 としての足取 りを追って探究する｡
1､どうLでキ リス ト教に求めるのか
｢まず､第-に､わたくし共人間が宗教に関心を待ち出す原因は何かと申します
と､わたくし共の抱 く 『苦痛』の感 じであります｡人間は生 まれながらにして 『苦
痛』を持って居 ります｣ (注 10)
と岡本かの子は言っている｡彼女の考えでは､あらゆる人間に対 して 『苦痛』というもの
は生まれつ きのものであり､ これを持 っているからこそ､人間 は宗教に求めるのである.
しか しかの子の場合は特別で､彼女が 『苦痛』を感 じ､宗教 に救いを求めたその原因
は､実は彼女自身の性格に起因するものであった.したがって ここでかの子が宗教に救い
を求めるまでの彼女の生活に触れてみなくてはならない｡それか ら始めて彼女の性格の分
析ができ､かの子が宗教に求めた理由などはおのずと明白にな ってくる｡
豪家に生 まれ､何一つ不自由のない幼少の生活は､確かに彼女の性格を変えた｡それが
後に自由奔放 ･奇矯倣慢 ･自己陶酔やタイラントぶ りに発展 し､これらの性格は結果的に
は彼女を苦 しめるものとなった.そして後の一平との結婚生活の行き詰まりは､更に彼女
の男女関係を複雑なものにし､その不倫とでも言うべき肉欲関係は､正常な夫婦生活に破
綻を招かずには置かなかった｡したがって彼女の言 う 『人生の苦痛』とは､言い過ぎにな
ろうが,実は彼女が自分で招いた種であった.もちろん､最愛 の次兄 と母親がなくなり､
海軍に入った弟が海に人身自殺するなど､家族成員のあいつ ぐ死去､更に実家大貫屋の破
産などは確かに彼女に大きな打撃を与えた｡そして目にする夫一平の放蕩､かの子が生ま
れたばか りの太郎を抱いて､飢えや寒さにあえぐ結婚生活は確かに惨めであった｡しかし
それだからといって､不倫が許されるものではない｡そこには甘やかされ､そしてどこで
もタイラン トぶ りを発揮 して侍 らなかったがかの子の､自分で 自分を抑制できなかった女
のサガが存在 したからだと思いたい｡それは正に一種の宿命的な ｢業｣であった｡そして
精神的に耐えられなくなった彼女は､自然に宗教に救いを求め るようになる｡もちろんか
ような現象は一人かの子に限られたものではない｡世の不幸や不運に遭った人が誰でもた
どる道であった｡
常に自分を世間の トップクラスに置 き､女王然としで君臨した彼女には､事か不幸か､
富裕の家庭や教養が彼女をして ｢世界は自分の意のままに動くもの｣だと考え､皆が彼女
のために存在 し､彼女に奉仕するものである錯覚するのは自然 の成 り行尊である｡かの子
-119-
の感情 も行動 も､物心の両軍を揺れ動き.欲 しいものはすぐにでも手に入れるわがままな
気性が､一生男女関係についてまわった｡特に一平の放蕩生活がその契機になり､そして
天折 した次兄 ､その頃の透 き間に入 り込んだよく話を聞いてくれた堀切茂雄のやさしさ
は､一気に彼女の奔放的な感情を前面に押 し出した｡さらにその不倫の恋に墜ちいった彼
女を助長 したのが夫一平である｡
もちろんこれは茂雄に限ったことではなく､その後に現れる慣垣安夫 ･新田亀三にも当
てはまることである｡ 茂雄､ッ更に款田との恋は､ー常軌 を逸したもので､お互いを
傷つけずにはおかなかった｡そしてその救いを宗教に求めた｡
では本題のなぜキリス ト教に求めたかということであるが､大魔の時代を歩んだ岡本-
平夫婦においては､この破滅の瀬戸際を救 う唯-の道は宗教 しかなかった｡そして救いを
求めようと発案 したのはかの子であり､天工平は彼女の性格を知っているので､彼女の意
に任せた｡かの子はかつて学生時代に､兄品川と共にキリス ト教の教会の門を叩書いたこ
とがある｡一平はかの子が行ったことのあるこの麹町一番町教会の植村正久牧師に救いを
求めた (現 ･富士見町教会)｡もちろんかの子もただ以前に兄 と行ったことがあるという
ことだけで､この麹町の教会に特別の親 しみを感 じているのではなかった｡ただ当時の植
村は､プロテスタン トの牧師 として高名で著書なども多く､文学的な感覚 も豊かであっ
た｡そして ｢福恩新報｣を発行 して文筆をふるったり､旧約聖書や賛美歌詞の翻訳,ある
いはプラウニンクを紹介 したり､宗教家のみならず明治文学史上にも名を留めている (注
11)｡かようにかの子の終局の理想と一脈通 じるものを､牧師植村は持っていたのが原
因のひとつであった｡
旧知の植村牧師を訪ね､植村牧師も熱心にかの子宅に足を道A!で聖書の講義をし､かの
子 もその熱意に答えて全精力を傾けて聖書を学んだ｡しかしながら､かの子はなかなか入
信の決意ができないようであった｡
2､どうしてキ リス ト教から仏教に変わったのか｡
岡本かの子にはキリス ト教の門に入って.一生懸命にクリスチャンになりたかったので
あろうが､できなかった理由として､かの子にはいくら頭をしぽっでも納得できない疑問
があったと彼女自身は言う｡
まず､●毎日食事前の感謝の祈 りを､彼女は何かかび臭い倍仰的行為 として毛嫌いし､そ
して更に
｢神様は全智全能であるというのに､なぜ人間ばかりが罪深いのだろう｡なぜ人間
一120-
をもう少 し完全に神様はつ くり給わなかったのだろう｣
と彼女流の疑問を抱き､
｢聖書にはむやみに舞 とか罰 とか､尊 とか審 とか､人間を叱ったりする文字ばかり
出て書ます｡神様がおっしゃるように全智全能なら､なぜ はじめから､罪だの悪だの
を持った人間を創 られたんですか｡そういうふ うに創っておかれて､後から許すとか
あがなうとか言 うのがわからないのです｣ (注 12)
と自問自答 してい句｡ この ｢全智全能の神がどうして初めに罪を犯す人間を作るのか｣と
いう疑問から､かの子はついにキリス ト教を捨てた｡
そ して彼女はキ リス ト教から仏教へと変身する｡子供のころから養育母にいろんなしつ
けをされ､ 『万葉集』から 『古今集』 ･『源氏物語』などに接触 してきたかの子に対 して
は､仏教は､知 らないものではなく､ある程度親 しんでいたものであった｡
｢宗教は､生 まれつきの性質のまま順調に生きて来た世の中から､急に逆毛を撫で
られるような目に会い､七転も八倒もし･た揚げ句の果てに掴んだ藁一筋であ り､仮に
宗教を迷信 とするも､それさえ承知で飛び込む覚悟をした｡兄を若死にさせ､弟を自
殺させたほど.の迫った性質を一族の上に共有する自分が､兎に角今E]まで生 き生き延
びて､時々あくびの出来る余裕を持つのもこの迷信 ?!のお陰である｣ (注 13)｡
と彼女は言 う｡そしてたまたま彼女が手にしたのが､法然親鷲の絶対他力の信に漉かれた
次の言葉であった｡その 『驚異抄』に
｢善人なおもて往生を遂 ぐ況や悪人をや｣
｢仏様は誰をもお救いできる｡ましてや悩みを持つものをどうして捨てておかれま
しょう｣
という一句に共鳴 し､浄土真宗に一気に傾いていった｡しかしどうしてこの親鷲の歎異抄
の一句が､かの子に救われたような感 じを与えたのか｡
｢この意味は浄土真宗の意味から申しますと､元来弥陀の誓いは悪人を救 うを目的
にして居るのであるから､善人はもちろんのこと悪人はいよいよこの救済力を心強く
思 うが互いということを､弾力のある逆襲的な句法で述べたものであ ります｡ しか
し､ この章句は､浄土真宗の教義を知 らない人にも､また仏教というものを少 しも知
らない人にも､何か非常な魅力を持って居ると見え､知 らず知らずの問に人口に腺炎
せ られるようになりました｣ (注 14)｡
と言 う｡親鷲の 『驚異抄』は迷える羊であったかの子には､天からの救いの手であった｡
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親鷲の 『驚異抄』によって､岡本かの子は自分を支える力､自分を救 う力を見つけ,仏教
の研究を続けていく｡
しかし､以上のようなもっともらしい理申でかの子が仏教に傾倒 したとは筆者は考えな
い｡そこで､ この ｢弥陀のこの善人 ･悪人を救う｣ということから考察する｡それには二
つ理由が考えられる｡その一つは､かの子自身の性格から求めることができる｡結婚生活
の破綻､そして不倫に似た男女関係､幼少の時から漢学に親 しみ､普通一般以上 の･教養を
身につけたかの子の自尊心は､自然に自分の罪科に気づき､それを自分ではどうにも処理
できなくなり､宗教に求めざるを得なくなっ んだことは想像に難 くない｡
そこに忽然 として現れたのが ｢弥陀は善人 ･悪人を問わず､皆救ってくれる｣という教え
であり､正に当時のかの子のせっぱ詰まった心情にマッチしたものであった｡その点キリ
ス ト教は､罪意識を強調し過 ぎたがために､かの子の毛ざらい したのだろう｡
もう一つの原因は､親鷲の過去 と岡本かの子の生涯の行状が似ている点である｡その過
去 とは､親鷲が二十年間比叡山に学び､二十九才に越後国 (新潟県)の国府で恵信尼 と結
婚 して子をもうけることなどは､かの子の共感を呼ぶに足るものであったのではないかと
思 う｡何事にも-連な性格のかの子は､親驚聖人の伝記から人間親鷲の迷いの多い生涯と
人間関係から示唆を受け,共鳴するようになる｡特に親鷲の対女性関係の複雑さや､情欲
も人一倍強 く､自分の煩悩に悩まされながらそれを凝視 し､煩悩 を肯定 し､その上で尚 ｢
一切衆生悉有仏性｣の思想に立ち､唱名するだけで救われるとい う他力本願の信仰を打ち
立てたことに､かの子は ｢血脈的な親近感 と共鳴を覚えた｣のではないかと想像する (注
15)｡
親繁を通 して仏教に薄み込んだかの子は､.-平の示唆というより､一平の暗示 にも似た
真宗に触れるかたわら､法然､日蓮､道元と鎌倉期仏教の開祖たちの言行録を読みあさっ
ていった｡次第にその研究は､八宗の教義の究理に伸び､ついには穂樹の空観哲学の大乗
仏教の渡涜にまでさかのぼった｡そこにかの子の一途な執念のようなものを感じる｡
3､仏教 とかの子
仏教の教義では､人間の罪意識を認めるけれども､自分の煩悩 ･罪などは逃れ られない
r業｣としてその業の償いを弦要する｡その業に直面 し､仏教の教えから､ このいろいろ
な罪悪や悩みをわれわれの身から取 り去 り､来世にしあわせを託す｡
｢私は生来一本気で正直でかけひきを知 らない性質で､ (中略)又私は経常に感情
家です｡むしろ感情過多症なのです｡この性質は私の兄弟幾人をもみじめな悲劇に導
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尊ました｡とても感情が強 くて奔放であって､ しかも強い強い良心を持っていまし
た｡ これはたとえてみれば､常識 と非常識とを一時に持ち合わせたようなもので､ (
中略)或時は､感情的な奔放さと良心の間にはさまって苦 しさのあまり (省略)｣
とかの子は言っている (注 16)｡
しか し､彼女自身が仏教を信奉 したとは言え､どのように自分の奔放的な感情 ･過剰な
情熱を ｢処理JLたかは計 り知れないところであった｡茂雄 との恋におち入って も､自分
ではどのようにこの不正な恋をやめるかがわからない｡それを彼女 自身の言葉 を借 りれ
ば､ ｢自分の感情の激 しさを自覚 しながらも､それをどうすることもできなかった｣とい
うことである｡換言すれば ｢理性｣が ｢感情｣を抑えられなか ったと言うことだ｡感情の
奔放するがままに生 き､良識と社会の倫理との間にさ迷 うことを少 しも苦にしない生 まれ
ながらのかの子であった｡ .
仏教の研究を通 して､かの子はやっと自分の奔放的な感情を認めて くれる相手が見つ
かったと言えよう｡それが仏教であり､浄土真宗であっ･た｡
｢仏教は人間性を決して否定 しようとはせず､すべては必然的な結果:Cあると申し
ています｡要はその人間性を時と位置によって､上手に使 うにあるというものです｡
例えば､ここに電熱があります｡電熱は電燈ともなり､ラジオともなり､電車を動か
すこともできますOけれども､使用法を誤る時､人を殺す ことにもなります｡人間性
は丁度電熱のようなものです｡人間性は生命の言 う実でもあ ります｡ですか らその使
用法を上手にすると､使い過ぎをしてはならぬというのが浄土真宗の教えるところで
す｣ (注 17)
とかの子は考えている｡
言い換えれば､仏教の教義を身につけたかの子は､自分自身の個人的感情や情熱を肯定
的に認め､上手に使おうとした.したがって､その後の岡本かの子は周知のとお り､全身
の情熱 ･感情を仏教の研究に傾けるようになる｡そして､自分 の欲情が昂 じる時､それを
善 として働 くか､悪 として働 くか､ これらの理解によって､自己の欲情を生かし､許 し､
しかも抑制 し､同時に他者をも許す､生かすところに達することを仏教に求めた｡
更に､かの子は仏教の経典の中から､
｢人間というものはいつも固随な習性や前時代から受継 いだ悪い殻がついて居 りま
すから､それをのぞくためにいろいろな宗教的な手段をほ どこしますOしか し､願う
ところは人間の根本にそなわって居る生命を生き生きと閃かせるところにあ ります｣
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(注 18)と自己生命vn)蒜罰を終生のモ ットーとした｡それが後述する妓女の ｢いのち｣
の文学であったと憶測する｡
自分の感情 ･感受性の発揮するところの<仏教の研究>を見 つけた後のかの子が､自分
の人生で先天的に両親から受け継いだ激 しい性格 ･感受性､更 に後天的に受け継 いだ旧家
の倣慢な性格や固糎な習性を､仏教の研究を通して取 り払いたかったのではないかとも思
う｡
次に仏教の研究がかなり進んだ岡本かの子は､仏教からどん な思想を憤ったのか｡全般
的に言えば､筆者 は古屋照子の考え方に賛成する｡古屋照子は､
｢まず､初めに考察する時に､かの子の持っていた大乗 仏教は日本仏教的な報土辺
土の思想 も感 じられな_ければ支那仏教的な教義解析も見当 たらず純粋に印度仏教的な
ものであると云い得る｡ (中略)印度的思想の特色は全体 的､宇宙的観点に立つ広大
無辺 というべ き視野のひろが りを持つ｡たとえば西欧にお いては神を絶対畢高のもの
とするのに対 して,印度では自然の法則そのものの中に神以上の超絶的な力を認めて
いる｡世界の起漁 ということに就いても､未顕観 という原理を立てて物質も生命も-
つの ものであって増 しも減 りもぜずに存在し､自在に流動 している｡それが天地間の
生 きる相であるとする｡ここから本当の万物は平等 という考え方は生まれてきたので
あ り､印度では人間も蟻 も草木 も鉱物さえも一切衆生有仏性を持った同じ価値のもの
として考 えられてきたのであった｡｣ ･:(注 19)｡
か ように見 て くると､岡本かの子の仏教研究はずいぶん進ん でいたのではないかと思
う｡人間はこの世 でいろいろな不如意なことに出合 う｡生 ･老 ･病 ･死の他に､人間特有
の情愛が加わ り.､更に人間を苦 しめる｡この現象は誰もが逃れ ることのできないものであ
る｡要するに､現実を直視するか.それとも現実から逃避するかの二者択一である｡
｢もっとずっと明るくて､積極的であ り､しかも随分現実的なものであります｡ ･
･･そ していかに人生の､この現実世界に多岐多様に亘 って､殆 ど余すところなくそ
の精神が行 き渡っているかということを､私は力説 したい｣ (注20)
と考えたかの子は､人生の逃避より現実の世界への挑戦を選ん だ｡
｢信仰のない人には妄想や雑念を積極的に征服することは難 しいと思います｡ (中
略)信仰 は自己否定､感覚抑制ではない｡ この感覚があれ ばこそ教養の向上が期 し得
られるのであ りますか ら､感覚 もまた生活上尊わめて必要 なものであります｡要はこ
の感覚 を如何 にして征服するかということですO私はこれ を信仰によって征服 し､調
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和 して居 りますが､まことに恵 まれた､有難い生活だと思 っていますJ (注21)｡
｢信仰によって教養が向上 し､更に自己の感覚を征服する｣ と言 う信念は､かの子が死ぬ
数年前 まで小説に執念 した原動力になったのではないか と考える｡
そ してかの子は仏教家 として名を揚げた｡その仏教家 としての名声は､もちろん彼女の
努力によるものであるが､また-方では時宜にかなったもので もあった｡すなわちかの子
が宗教家 として名を留めたのも､そ して次 々と仏教関係の短歌 を世に発表 したのも､ち ょ
うど大正六年ごろから十四年 に至 る八か年間で､それは時あたか も第一次大戦後の未曾有
の経済不 景気か ら関東大震災､震災後の自覚ましい復興期 と時 を同じくしているからであ
る｡
｢私は仏様が美男子だか ら仏教を信.じるようになった｣
と言って摩 らないかな子ではあったが､それでもかの子の仏教研究の執念はすさまじいも
のであった｡経済不況や関東大震災､更に震災後の復興期で､人心が落ち着かなかったこ
ろに仏教家 として名を留めたかの子は､その後の四年間の外遊 の留守中に日本文学史｣この
転換期に遭遇 し､それが更にかの子の仏教研究家 としての地位 を確立する契機となった｡
外遊前の五 ･一五事件を手始めに､留守中の四年間に､あれほ ど全盛を極めていたプロレ
タ リア社会主義文学が弾圧を重ねられ､転向文学や逃避的な私小説が現れ､同時にアγチ
･マルキシズムを榛梯する芸術派の運動が､活発に台頭 しようとする桟道が熟 しかかって
いる時に､外遊か ら帰国 したかの子にはまったく思いがけない避命の実機が待っていた｡
すなわち､仏教界のルネッサ ンスとでも呼ぶべき時代であ り､たまたまかの子の帰国 した
時期が一致 したのであった｡仏教界の啓蒙的な講演や､原稿執筆 の依頼のほかに､ラジオ
の放送､全国的な講演旅行 と目まぐるしく､かつ輝か しい日々が続いた｡もちろ_ん､ これ
によってかの子の名前は仏教研究家 として､渡欧前以上に有名 になっていく｡仏教徒とし
てのかの子は自分の力が真の仏教の普及に役立つことは､仏教界への奉仕 と義務 と報恩で
.あると考える面 もあるが､信仰家 としてよりも､芸術家 として名 を留めたいかの子に七 っ
ては､ この状態 はまったく予期せざる事態であ り､自分のもてはやされ方に､無邪気に有
頂天 になれないものがあった｡その噛みと不安がその後のかの子 の執念 となって小説へ走
らせる-つの契機 となる0
4､結び :
岡本かの子の五十年の生涯の中で､仏教の研究､仏教に関するエ ッセイや文章戯曲など
を書 くことに費や した時間は確かに長かった｡ただ､仏教研究にそれだけたくさんの時間
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をかけたかの子が､果たして仏教の深奥の教義を極め､またその中から一体どんな体験､
生活薯学 を得 たのであろうか｡更に､ ｢仏様が美男子だから､私は仏教を信ずる｣と言っ
て摩らない彼女に,本当に仏教信仰によって救われたのか｡そ してなぜ彼女は剃髪 して尼
僧にならなかったのか と疑問が残る｡
人間の生き方がまちまちである｡生まれつ き家族に線がないかの子には､運命による激
しい性格に苦 しめ られ､それに直面してなお小説を書 くことに執念を燃やす｡それは確か
に仏教に影響 されたことだろう｡したがって､彼女の一生を通 して､特に堀切重夫の死
後､-平､嶺松安夫,新田亀三などの男性に取 り囲まれ､それ らの犠牲的奉仕によって､
あるいは奉仕を強要 してまで自分の.芸術 (文学)を確立するのは､彼女ならではの仏教を
通 しての信念 ではなかろうか｡仏教には罪意識があ り､更にそれに対する償いを要求す
る｡あたかも瀬戸内晴美が 『かの子授乳』に書いているように､新田亀三や虐松安夫など
の,かつてかの子 に奉仕した男性が､皆そろって彼女を諾え､かの子 と∵ 露にいた時期を
人生最高の幸せな時顛 と言っているのは､もしかしたら､かの子が仏教を通して倍得した
ところの究極の願力ではなかろうか｡
四､小説の開花 :
三十三年 もの歳月を短歌と仏教に熱意を燃やし,四十九才に して世を去ったかの子にと
って､実際に文学 に取 り組んだのは三年余 という短い時間であった｡すなわち､彼女は人
生の晩年､それもごく遅い最後の三年余を､彼女の言 う r第一義的な芸術｣である小説に
一生の成果を賭け､生命の炎を燃やし尽 くしたことになる｡
｢外道｣前の岡本かの子は､すでに-平夫人 ･歌人 ･仏教研究家 として名を挙げてい
たOそして r外遊｣前に時を同じくして 『わが最終歌集』を発表 し､その巻末に ｢歌｣と
別れたいということを宣言している｡果たしてかの子の意図するところは那辺にあったの
か｡ここではそれを ｢小説の開花｣と名づけ､その開花の原因をなしたもの､更にかの子
が如何にして晩年の残 り少ない期間に ｢小説を開花｣させることができたのか､またそこ
にはいかなる助力があったのかを解明するものである｡
1､どうLで小説を目指 したのか
これについてはいくつかの方向から考察することができる｡
まず最初の問題は､かの子の晩年の小説活動は突然変異的なものであったのかを考えて
みる｡少女時代か ら作 ってきた歌ももちろん文学である.その一点に絞って考えるかぎ
り､歌人 として子供のころから短歌を作 り続けた彼女が､小説に転向 したのはまさに過去
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の積み重ね､すなわち文学に対する素養があったからこそできたのであるCそれは母 ･養
育母 ･学校の先生 ･次兄などによって培われ､加えて妓女自身の猛勉強という代償で小説
への転向が可能になった｡
次に.かの子が歌や仏教小説の世界か ら脱皮し､第一義的な芸術である小説の世界へ入
った理由を考えてみる｡
理由として挙げ られるのは､まず次兄雪之助との約束である｡ この ｢芸術に殉ずる｣と
いう宿命 とでも言 うべき人生の転換を余儀なくされたかの子にとって､もちろん次兄雪之
助の助言は大書な重みとなって､かの子の上にのしかかっていたことは確かであるが､そ
れだけでなく､その背後に如何なる歯嚢が潜んでいたのかをたどってみる必要がある｡そ
れは一言にいって､ ｢家憲 ｣的なものであった｡
大貫家の兄弟姉妹は､かの子を含めて十人｡そのうち昭和三八年ころに現存 しているの
は錦子のみで､千代子は生後間もなく病没 し､糸子､伍朗およびかの子を除く五人はいず
れも三十歳前後で天折 している｡
異常 なまでに聡明な菓質に恵まれたかの子一家の兄弟姉妹が相継ぐ中で死去､辛うじて
大貫家を再興 したのは末弟の伍朗で､医者 として大貫家を継いだ (注22)｡しかしこ?
運命の女神に見放されたような大貫家において､次兄雪之助 (品川)のかの子に与えた影
響は大 きかったO この旧家にまつわる宿命的なものは､ある者 は感情が過激に過ぎ､ある
者は浪漫的な夢に耽溺 し､ある者は潔癖な頑さに鴇るなど､それぞれどこかエキゾチック
な性情を帯びたものであった｡いってみればかの子の書いた小説 『琴霊』に見ることがで
きる｡蝕 まれた歪みを持ち､十分にその才質を発揮することなく終わったかの子一家にと
って､かの子だけが大きく開花 したのは､無論-平 とその他の良 き協力者に恵まれたため
でもあるが､ この大貫家の持って生まれた特異な性格因子のすべてをかの子が一身に担っ
たことにも関係がある｡換言すれば､-因子に偏 して早死にした兄弟姉妹たちと異なり､
矛盾 した田子間の複雑な相封によって､かえって高度な精神緊張のバランスが保たれたの
ではなかろうか｡
このことを大貫家の十人兄弟の中で､現在ただ一人の生存者である錦が
｢私どもの家系の血の中には､人さまの五倍 も七倍もの情熱が激しく流れているの
でございます｡おそらくそれは母方の血かと思われます｡私 ども兄弟はそれにどれほ
ど苦 しめられたか しれません｡兄も姉 もその悩みが採かったようでございます｡その
一方､その血の騒ぎをひたおしに圧えようとする内省的な反省癖があって､その二つ
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の稲造が血の串であれ狂 うのでございます｡後 ろの方抜父方の血だと患ってお r)普
す｣ (注23)
と語っている｡次兄雪之助について も､錦は､
｢次兄は神経質で陰馨で幼い弟妹たちにとって､父母 よ り怖 く口も書けなかった存
在であった｡けれども､かの子は例外で､雪之助に最 も馴れ親 しんでいたし､雪之
助 もかの子 をはかの弟妹 とはひさはなして特別寵愛 していた｡｣ (注 24)
と言っている したがって､かの子の精神の形成 と性格の大部分は､次兄雪之助に深 く影
響されたことがうなづけちれる｡特に､初潮前後か ら結婚前後 までの十年間､まさに人生
の成長期のかの子 にとって､品川は最愛の人であり､兄 とも父 ともなる人であった｡
2､小説開花のエネルギーとかの子
人間の有限な生命を､帰国後のわずか三年間の文学創作にかけるかの子の執念は､まさ
にすさまじいものであった｡
このかの子の執念 を一平は以下のように語っている (注 25)a
｢この女流作家は作をしている当面のことを聞かれるのをとても嫌 うのである｡あ
の時期にたびたび目を遷 して食堂へ出て蕃た｡ どうしたのだと聞 くと､聞いて くれる
なという｡その後､文学界賞をもらったのだというので,彼女の作 『鶴は病みき』と
いうのを見て判 った｡モデルの主人公を書きながら泣いていたんだ｡当った､と恥ず
か しそうにいった｡ この女流作家は太レ)ペンや細いベンを幾通 りも､机掛も幾通 りも
色の変わったのを持ち､書 く内容の気分で変える｡美人を書 く時はまず自分がちゃん
とお化粧する｣ O
かようにかの子 は､他人 には一見神謹質に見えるようなしぐさで小説の執筆に腐心 し
た｡毎 日の睡眠時間が四～六時間で､初志を貫 くため､かの子がどんなに我慢し､どんな
に努力 したかは､想像に余 りあるものがある｡しかもその死後 に残された遺稿の多さに､
川端康成が
｢かの子は一生遺稿を書いていたような者｣
と言っていることか らも､かの子の文学に対する執念 と努力が伺われる｡
｢人生を桜の花に誓えるならば､桜樹 こそ私たち個々の生命を生 じ､また､復帰す
る根源たる字音生命に当たる｡全 く同じく人の生れ代わる事がないように､毎年桜花
は全 く同じではない｡
但 し､散 り敷 く花弁は腐ち果てて桜樹の根下に肥料 ともならば､また何時の日にか
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元の桜の花 ともなって咲くであろう｡ (中略)宇宙は無限に広大ではあるが､人間を
作 り上げるのは矢張 り人間の周囲の有 り合せのものから人間を造るとしたら､さしず
め今の私たちの精神力や力 (エネルギー)や身体から､将来の人間を造る材料を取る
事 も永い間.には有 り得る事であろう｡ しかし､それは大自然の創造力に支配されるも
のであって､私たちの俗慾でどうする事も出来ないものだ｡私たちは現在与えられた
人生を立派に迎え送 りさえすればよいのである｡｣ (注 26)
これはかの子の ｢桜｣というエ ッセイから取ったものである｡
このエ ッセイの出きた時期は､確かに小説を集中的に書く前の､仏教研究家として名声
を持 した頃であった｡かの子の文学転向前のエッセイとは言え､人生は確かにその通 り
で､この言葉から直にかの子の心意気が感 じられるような気がする0
子供の時から多病なかの子,体が弱 くて何回も入院 したかの子､更にすでに二回も脳充
血に倒れたかの子が､人間の有限の命を力一杯燃やしたその根性は､まさに凡人の真似を
-許さない神業であった｡今後どのくらい生きられるかは神のみぞ知 る事ではあっても､か
の子には病弱と数回にわたる入退院の繰 り返 しに不安感を感 じた事であろう｡性格的に多
感なかの子は､この頃からあるいは人-倍敏感に強 く自分の死を感 じていたのかもしれな
い｡力や ｢身体｣は､なかなか我々の<俗欲>では､どうすることもできないが､ずっと
岡本かの子の文学を支え､応援してきた亀井勝一郎が r女史は小説を以て 『滅びの支度』
をした｣といっていることからも､彼女が精魂を込めて人生最後の傑作 (文学に転向)に
取 り組んだ意気ごみが伺われる｡
しかし､一事を成すには根性だけでは成 り立たないq根性にプラス努力､更にプラス試
行錯誤が必要である｡かの子の最初の作品 (厳格な意味で言う処女作)は ｢かやの生い立
ち｣ (大正八年十二月)であるが,これはあくまでも本格的な′ト説作 りへの前駆的なもの
で､その後の大豊の時代を経て､かの子独 自の文学の世界に入 っていった｡ここで独自と
言 うのは､当時の文学界では､彼女ほど致誉褒腔に富んだ作家 もいなかった事を意味する
ものである｡
以上はかの子の文学に対するエネルギぺであるが､その次に考えられるのは､何が彼
女の ｢小説の圃花｣に直接影響を与えたか と言う事であるO
昭和四年から､彼女 ･主人一平､長男太郎 と仁田亀三 と慣松安夫五人の外遊が東京駅か
ら出発 したO四年の外遊は昭和七年に幕を下 り､彼女たちは帰国 した｡もちろん､外遊中
に彼女はいくぱくかの仏教小説を書いているが､本格的な散文小説には至っていない｡そ
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の仏教小群は､どちらかというと数倍めいた､教書懲悪的なもvJ7)が多かった｡
帰国直後､彼女はいよいよ期待の小説執筆に決意 と準備を固め､高樹町の家に舘った｡
しか し､かの子が仏教研究家 として既に仏教界に知 られていたことが､前述 したように当
時の仏教復興の機運の高まりと重なり､かの子を有力な研究家 ･啓豪家の-人 として仏教
界が迎え入れた｡外遊中のさまざまな考え方をまとめて直ちに′J､説に専念するつ もりであ
ったかの子は､半ば強引に仏教界へ勧誘されてしまった｡仏教講演や仏教戯曲､仏教にか
かわる会合などに振 り回わされた彼女は､小説創作時期が延び伸びになってしまった｡
したがって､ ｢外遊｣と仏教研究は､岡本かの子の文学､特 に小説に少なからず影響を
与えている｡
まず､外遊において､かの子が身につけたものは何であったのか｡
それは外遊を通 して社会機構や生活感情の相違を顧みつつ､東洋 と西洋の契点を探るこ
とから､主観的な拝情を離れ､また風俗世相 と相対することから､はじめて社会意識を確
保 しようとかの子はつとめたことであろう｡元来豪家に生 まれ育 ったかの子は､-平と結
婚 してからも､世間知 らずで生活の術を知らない主婦失格の女性であった｡しか し､ この
外遊や仏教信心によってかの子の文学世界に東西文化の世相が加わ り､更に町人生活､町
人文化が混入することによって､かの子文学の内容は更により豊富なものになった｡
しか し､ ここで看過できないのは､ ｢時流 ｣がかの子に幸いした事である｡
それは岡本一家の四年の外遊中､日本文学史上では非常に重要な転形期を迎えていた｡
それは時あたかも満州事変 (昭和六年)が勃発 し､軍部がエスカレー トして昭和十二年の
日華事変 と発展 し､国を挙げて戦争一色に塗 り替えられた時期でもあった｡したがってこ
リア文学争社会主義文学が弾圧され,またファシズムの台頭に
脅えて転向文学や自己の内的な世界を赤裸々に表す私小説､更に､いわゆるナンセンス文
学が出回 り､文学界では民族主義 ･浪漫文学の到来する時期でもあっ氏.
かような暗い､騒々しい転形期に直接に触れなかったかの子は,事か不幸か,外遊によ
ってかの子の生命的世界観が世相に左右されることなく､純粋に発展させることができ､
彼女は自分のスタイルを持つことができた｡それは､同時代の知識人が皆共通して砲かえ
る社会 と自我の信念の矛盾､あるいは懐疑であった｡それがひいては社会的視野に立った
人間認識 という面の希薄さ､すなわち社会離れを誘った｡その時運を外にして外遊 したか
の子は､上記のように時代に頓着することなく､自己のスタイルを堅持することができた
が､また一方では､かの子文学の致命的な欠陥 として批評されるようになる｡しかし当時
ー130-
の戦争一色に塗 り込められた文学界では､それがかえって別の新鮮味を持って迎えられ､
そ してかの子に幸 いし､喝和十年代の複雑な文学界でかの子を一気に上昇気流に押 しあげ
た一因 ともなった｡
かの子が外遊か ら帰国後にまとめた随筆集 『かの子抄』 (昭和九年)のはしが書に
｢ひとたび､梢 々完成 しかかった私を解体 して欧米遊学 の途についた｣ (注 27)
とある｡その言葉 にかの子の本音が含まれている｡つまりかの子 自身にわかっているのは
ただ､惜 し気 もな く過去を破産にすることによってのみ新鮮な機会が兄いだされるかもし
れない､といった捨て身､だが漠然とした期待､予感､賭けであった｡ここでかの子が破
産にしなければな らない過去 とはいったい何なのか｡それは歌人 ､仏教家 として､そして
一平の妻 としての一応の完成を指 しているのであろう｡またここで言う ｢完成｣とは､か
の子の場合､一般 的な固定観念を意味し､死を意味 した｡仏教家 として死をどう感 じてい
たのだろうか｡かの子は r生々流転｣を一回線として解釈 し､そ こですべての ｢完成｣を
｢解体｣し､新たに ｢何もの｣かを創造 しなければ自己の生存理由がないと考えたのでは
なかろうか｡それは特に感情的に激越なかの子には､考えられないものではなかった｡
では何を創造す るのか.かの子の場合､それは至って簡単なものであった｡芸術､それ
も小説である｡かの子は未だかつて兄晶川と誓い合った ｢第一義の芸術家｣という約束を
忘れてはいなかった｡是が非でも亡兄の執念を継ぎ遂げねばならない｡何が新たに創造で
きるかは謎 として も､芸術家としての自己を ｢完成｣ しなければならない｡ここにかの子
の恐ろしいまでの執念を感 じるoLかしかの子のかようなうぬぼれ とでも取れる確信と､
エネルギッシェな意欲の持続には､真撃の芸術家的情熱､あるいは特質を兄いだす｡ (注
28)
才能豊かな歌人であ り､女流仏教研究家の第一人者 としてのかの子は､昭和十二年から
戦争をよそに､突然休火山が爆発 したように旺盛な活力を持って､′ト説家を目指して作家
活動をはじめた｡仏教研究 と外遊を経験 したかの子は､まるで､つぼみが急速に開くため
の､強烈 な太陽の照射の如 く､また桜のごとく､一気珂成に文学の道を突進 した｡
山本健吉がかの子のこの創作意欲を
｢それまで蓄えたいろいろの体験 ･教養 ･思索 ･感受性のすべてが､いわば総合的
に思い切って豊かに開花したものがかのこの小説だといえる｣｡
と述べている (注 29)｡ この項を ｢小説の開花｣ としたのもそれによるするものであ
る｡
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上記山本健書の言わんとするところは了 .r五十年の生還の終わ りの数年両､-時に文字
の花を聞かせた作家 として､かの子は日本文等史上で特異な存在であった｣と言 う-事で
ある｡事実､かの子のすべての小説は晩年の三､日年間に発表 されたものであった｡その
期間の短さと常識で想像することのできない量 ･質に､我々が驚きを感じるのも当然であ
ろう｡もちろん こ こでは､夫-平がかの子の可能性を外部的に発現させる演出家の役別を
務めたことは､衆人の認めるところである｡
4､結び :
かの子文学の開花について､他者には見 られない特質を兄いだすことができる｡それに
はかの子 自身の素質 と執念､要に看過できないかの子文学の影の立役者を述べなければな
らない｡
晩年の数年間の作家活動､こ こで言うところの ｢小説の開花｣ とは､それに先立つ四十
数年の上 に相関的に成 り立ち､支えられ､蓄えられたいろいろな r体験 ･教養 ･思索 ･感
受性 とかの子自身の執念､更に時流｣~のすべてが､いわば総合的 ･必然的に､思いきって
豊かに開花 したものであるO
かの子文学には蚊誉褒股が彼女の死後もついて回 り_､更に今日に至っている｡しかし､
当時のかの子を育て､そしてかの子の文学を陰に陽に支えてきた二人の文学者川端康成 と
林房雄は､かの子の影の立役者であった｡すなわちこの二人の文学者がかの子を推薦 し､
励まし､支えて来なかったら､かの子文学は生まれなかっただろうO
川端康成 はかの子永眠の日まで､最 も理解ある知己として､かの子の文学活動を応援
し､援護 した｡何かとうるさい当時の文壇に紹介と推薦の労をとり､ともすれば世評に惑
いがちなかの子を庇護 して､辛抱強 くその特異な才質を発展させたのは､ ひとえに川端康
成の力であった｡川端は早 くから自己の小説の世界を完成 した生粋の文壇人であり､しか
も ｢女流文学の父｣と言われるほど､女性の資質を見極め､育てる眼識に恵まれ､文学界
にあって女流新人作家を育てることにおいては､彼の右に出る人はなかった｡
昭和七年､外遊から帰国したかの子は､仏教界からひっばれられて半ば不本意の二年間
が経過 した昭和九年､宗教書三冊､髄筆集二冊をまとめ､仏教界に一応区切 りをつけ､翌
十年か ら一切を挙げて小説 ｢初恋｣に取 り鍛んだ｡ついで ｢上田秋成の晩年｣を完成､康
成はこれを 『文学会』十月号に掲載 した (if:30)｡続いて 『三 田文学』十二月号に ｢荘
子｣を発表｡翌十一年六月に 『鶴は病みき』を発表するまで､かの子の生涯で最後の厳し
い試練が待っていた｡ この 『鶴は病みき』も最初 『中央公論』に乗せるはずのものが､谷
-132-
崎潤-郎の反対に遭い､川端康成がこれを 『文学会』六月号に作者紹介の推薦文を添えて
発表 した｡この作品の反響は､賛否取 り混ぜて大きいものがあった｡それはモデルが芥川
龍之介 という点であ り､樽 に
｢龍之介がかの子と再会 していれば彼の生死の時期や方向に何 らかの異動や変化が
あったかもしれない｣
というかの子の結びの部分で､ これを作者の鼻もちならないうぬぼれと解し､反発 し､冷
笑するものが多かった｡
ともあれ､ 『鶏は病みき』は作家岡本かの子の実質上の処女作であり､デビュー作で
あった｡文学界賞 を与えられたことは､それがかの子の寄付 した資金であると言うあらぬ
勘 ぐりはしばらく置き､かの子は続いて戯曲 ｢故｣ (『三日文学』六月号) ｢混沌未分｣
(『文芸』九月号)､ ｢春｣ (『文学会』十二月号)を同年内に発表､二作 (｢混沌未分
｣と ｢春｣)とも世評は悪 くなかった｡ これら一連の作品をかの子文学の第一期 とするな
らば､
｢これは事実上､川端康成によって開かれたかの子文学｣
といっても過言ではないO これは昭和九年から十一年までを指すO
かの子文学の第二期は十二年から十三年前半の期間である｡ これは林房雄らによって推
進され､かの子文学が更に日の目を見る時期であった｡
十二年に入るや､かの子はかねて興味を持っていたダンテの ｢新曲｣を大乗思想を随所
に適用し､処理 してみようとした作品 ｢肉体の神曲｣で､ 『三田文学』一月号から八月号
にかけて連載されたが､評判 としては失敗作に終わったようだ｡
これを打開する意味も含めて､懸案の大作 ｢母子叙情｣を 『文学会』に発表｡-平のい
う ｢文壇に一定の特定席を与えられた｣作品は､決定的な反響を生んだ｡この息子太郎に
対する母性愛を措いた作品は.かの子の最初の ｢叙情的世界｣の文学であった｡
この ｢母子叙情｣は時あたかも日華事変勃発という慌ただしい世相の中で発表されたの
で､読者には ｢読みごたえのある本格的文学｣として､善かれ悪 しかれ批評の対象 とな
る｡その中で無条件に賛美 したのは林房雄であった｡彼は翌十三年 『文学会』六月､七月
､八 月号の三回にわたって ｢岡本かの子論｣を展開､手放 しの ｢母子叙情｣論を述べ
ている｡
｢私のやや長い文壇生活の中でも､この小説ほど多くの人 々をして語らしめた′J､説
は珍 しい｡私にとっては言うまでもなぐ､この小説は驚異であったO日本文学の星座
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の出現を見 る思いがした｡おそらくこの新星は独立 した太陽系であろう (噂) 『母子
叙情』の女主人公は明 らかに作者 自身の影であるが､影以上 のものではない｡解別
家､創造者岡本かの子はどこまでも作品以外の場所にいる｡ しか も岡本かの子を最 も
よく知 ることのできるのは作品によってである｡岡本かの子 は作品外の場所 に住んで
いなが らしか も絶対な作品の中に住んでいる｣ (注 31)
とはめたたえ､かの子はこの一作で自信をつけることになる｡
この年続けて発表された主な作品には ｢花は勤し｣ (『文蛮春秋』六月号) ｢過去世｣
(『文芸』七月号) ｢金魚授乱｣ (『中央公論』十月号)の三作である｡この他に ｢老主
の一時期｣ ｢川｣ ｢夏の夜の夢｣も発表されている｡
この岡本かの子文学の第二期では､評価は賛否両論 ともはっき りした根拠を持つように
なる｡否定する側 はだいたい早稲田文学系統の リアリズムを主張する一派で､唯物論に立
つ社会主義陣営であ り､かの子文学を現実生活から遊離 し.たプチブル的有閑文学だとし､
自己陶酔性や観念的な救済意識を激 しく攻撃 し､冷笑 した (注 32)｡
しか し林房雄の ｢日本文学の復活- 岡本かの子論｣は､
｢岡本かの子 は､森鴎外 と夏目激石 と同席の作家である｣
と､のっけか らの手放 しのかの子文学賛美論を 『文学会』に発表 し､一般を驚かせた｡彼
は更 に
｢この三人の作家は共に 『文壇』のなかから無まれなかった｡文化の中から生まれ
た｡小説の筆をとった時には成人であった｡それぞれ他の文化部門に於いて一家を成
した後に筆を執 った｡ この三人の作家は東洋の教養 と西洋の文明を滞然 と身につけて
いるo東西南洋の文化を日本 という微妙な一点に結んで､他の作家の及びがたい高さ
に適 した｣ (注 33)
と､すでに文学史上 における位置を得ていた鴎外や激石 と､敢えてかの子を同席に置 くこ
とは､当時の文壇が異議を唱えるのも無理のないことであった｡
したがって､ この第二期のかの子文学は､林房雄によって文学界の頂点に押 し上げたと
言えよう｡川端康成なかの子文学の育ての親 とするなら､林房雄 は彼女を文学家 として成
功させた恩人であるということができるO .:i
この ｢母子叙情｣から ｢やがて五 月｣までをかの子文学の第二期 とすると､第三期は
｢老妓抄｣か ら永眠までということになる｡ この期の作品は彼女 自身の努力によるもので
あった｡
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この第三期には ｢巴里祭｣ (『文学会』七月号) ｢東海道五十三次｣ (『新日本』八月
早)､その他 r狐｣rみちの くJ ｢快走｣ ｢高原の太陽｣などの尭編が十三年にあいっい
で発表された｡
十三年 も七月の 日華事変一周年を迎えると､長期戦の様相を呈 し､戦雲の下で世情は一
層緊迫を増 して くる｡したがって文学界では数えるほどの作品 しか生存できない不利な､
不毛な土壌であった｡ このような時期にかの子文学の第三期が始 まる｡かの子は周園の一
般情勢 とかかわ りなく､あくまで人間の本質的な ｢いのち)の追求で貫き通 した｡もちろ
んかの子 とて､世相に背を向けてはいられない｡世俗の現象は一切随筆 として作品以前に
処理 し､作品はあ くまで人間の第一義的な永遠性の問題につ いて空間的に造型 して書い
た｡
十三年 『中央公論』十二月号に発表された ｢老妓抄｣は､有閑的な ｢性と芸｣の世界を
描いた作品で､当時の世 相を無視 したこの作品は,小説の概念の尺度にはまっているとい
う理由で､返 って もてはやされたことは皮肉といえば皮肉であるが､逆にこれはかの子の
文学的技巧に惑わされたといえないこともない¢それはとにか く､ ｢老妓抄上は今E=こ至
るまで､全作品の中で最も普遍的な小説 として愛読されている｡
｢老妓抄｣につ いでかの子の死の直前の十四年に発表 した ｢鯖 ｣､ ｢家宝 ｣のこ作は､
｢下町 と山の手の境｣にある ｢すし屋 とどじょう屋 ｣という相似 した環境を舞台に､一対
の短編で庶民的な世界の雰囲気を描き出 している｡これは彼女 の以前の作品と趣を異にし
ている｡ 川端康成はこの ｢老妓抄｣前後からのかの子が
r最近最 も立派な仕事をしつつある作家の一人だ｡続 々とあふれ出る作品は､生命
の泉から不思議な花が腐没 と咲き出たようである｡この花の根 は深いけれども､水中
か雲間に誇 り咲くような光である｣ (注34)
と前置尊して､この庶民的な ｢鯖｣｢家霊｣･の両作品を推賞 した｡すなわちかの子が小説
家 として肯定されたことを意味する｡
この両作品 と併行 して､かの子は十三年十二月から翌十四年一 月にかけて発表 した長編
小説 『丸の内草話』は､かの子が脳充血で中断され､後に十四年五月､青年書房から刊行
された｡
昭和十 四年二月十八日のかの子永眠後の遺稿をかの子文学の第 四期 とする｡ ｢河明 り｣
｢生 々流転｣｢雛妓｣ といった代表作を初め, r或る時代の青年作家｣｢女体開顕｣､そ
のほかい くつかの短編が発表され､別に長編 r武蔵 ･相模｣｢富士｣､短編 ｢食魔｣｢美
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少年｣｢旅宿 よ り夫へ｣｢彼女の朝｣｢好い手紙｣｢軟の夜がた り｣などが山樺 されてい
るということは､かの子の文学 に対する執念 を充分に表 している.これら遺稿に対 して
は､瀬戸内晴美が 『かの子撹乱』のなかで証拠を挙げて ｢半分 ぐらい紘-平が執筆 したの
ではないか｣ と果 ぐっている部分があるが (注35)､これは うなずけられることであ
る｡
前にも述べたように､この多量な遺稿を川端康成が
｢まるで､一生かかって遺稿を書いていたような変な気持 ちがするくらいだ｣
と言い (注 36)､岡本かの子の文学に対する根性 ･執念が如実 に現れている｡
したがって ｢小説の開花｣の立役者はもちろんかの子自身であるが､影の立役者は川端
康成､林房雄 ､それにかの子を取 り巻 く夫の一平や新田亀三 らであった｡
注 :
1､岩崎呉未着 『芸術餓鬼 岡本かの子伝』 七曜社 292ページ
2､岩崎呉夫著 『芸術餓鬼 一岡本かの子伝』 七曜社 292ページ
3､同上書 183ページ
4､ 『岡本かの子全集』別冊 2 冬樹社熊坂敦子 ｢岡本かの子年讃 ｣より｡
5､ 『岡本かの子全集 9』ちくま文庫 第-印刷発行 69ページ
6､岩崎呉末書 『芸術餓鬼 岡本かの子伝』 七曜社 191ペー ジ
7､前掲書 (同2)381ページ
8､ 『岡本かの子全集 9』 397ページ
9､岡本一平著 『かの子の記』 日本図書センター 初版第一印刷発行 156ペー
ジ
10､ 『岡本かの子全集 10』 ちくま文庫 324ページ
11､ 『岡本かの子研究ノー ト』 膏柿堂 208ページ
12､ 『岡本かの子全集 10』 ちくま文庫 356∴ジ
13､ 『岡本かの子全集 12』 ちくま文庫 44ページ
14､ 『岡本かの子全集 10』 ちくま文庫 73ページ
15､ 『かの子按乱』 講談社文庫 213ページ
16､ 『岡本かの子全集 10』 ちくま文庫 355ページ
17､ 『岡本かの子全集 10』 ちくま文庫 357ページ
18､ 『岡本かの子全集 10』ちくま文庫 61ページ
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19､古屋照子 ｢岡本かの子の中の仏教｣ (『跳龍』) 1975年 11月号
1-2ページ
20､『岡本かの子全集 10』 ちくま文庫 239ページ
21､『岡本かの子全集 12』 ちくま文庫 404ページ
22､岩崎呉夫 『芸術餓鬼一岡本かの子』 七曜社 22ページ
23､同上書 23ページ
24､ 『芸術餓鬼一岡本かの子伝』 七曜社 253ページ
25､岩崎呉夫 『芸術餓鬼一問本かの子』 23ページ
26､.『岡本かの子全集 12』 ちくま文庫 32ページ
27､同上書 39貢
28､ 『芸術餓鬼一岡本かの子伝』 七曜社 213ページ
29､ 『芸術餓鬼一岡本かの子伝』 七曜社 (246ページ
30､瀬戸内晴美 『かの子按乱』 講談社文庫 1994年 より
31､ 『芸術餓鬼一岡本かの子桓』 261ペー ジ
32､同上書 272ページ
33､同上書 274ページ
34 13､ 『芸術餓鬼一岡本かの子伝』 229ページ
35､ 『かの子授乱』 526ページ以降
36､ 『芸術餓鬼一岡本かの子伝』 297ページ
間 匡∃ 麿矧 巨萱∃
『岡本かの子全集』 全十八巻 冬樹社 昭和四十九年三月～五十三年二月
『岡本かの子全集』 ちくま書房 1994年7月第-刷
瀬戸内晴美 『かの子按乱』 講談社文庫 1994年 6月30E‡第 48刷
岡本一平 『かの子の記』 El本図書センター 1992年 10月25日初版
久 威智 『岡本かの子研究ノー ト』 帝柿社 1993年8月 12日第一刷
宮内淳子 『岡本かの子一無情の海へ』 武蔵野書房 1994年 10月28日初版
吉田精- 『日本女流文学史』 精典故 昭和45年 1月 10E】第二刷
日本文学研究資料叢書 『近代女流文学』 有精堂 昭和 58年 6月20日
瀬戸内晴美 『かの子授乱その後』 冬樹社 昭和五十三年一月
古屋照子 『岡本かの子一華やぐいのち』 七曜社 平成八年八月
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智判安子 ･北田宰唐 ･高良留美子唇 『フェミニズム批評への招待』 学芸書林 ま9
95年 5月20日初版
『国文学 解釈 と教材の研究』 特集 ｢女流文学の現在｣ 学燈社 第 21巻第 9号
昭和 51年 7月
『国文学 解釈 と教材の研究』 特集 ｢作品論のアプロ-チ｣ 学燈社 第 15巻第 9
号 昭和 45年 7月
『国文学 解釈 と鑑賞』 ｢近代女流の文学｣ 至文堂 1972年 3月
『国文学 解釈 と鑑賞』 ｢近代文学研究法｣ 至文堂 1978年 1月
『国語 と国文学 』 平成七年十月号 宮内淳子 ｢『岡本かの子無情の海へ』書評｣ 東
京大学国語国文学会
木下みや子 ｢岡本かの子 その人 と作品｣ (『仏教タイムズ』) 1975年
古屋照子 ｢岡本かの子のなかの仏教｣ (『跳龍』) 1975年 11月号
佐藤智子 ｢岡本かの子研究-その人 と作品の中の女性たち｣ (米沢 『国語国文』9
月) 1976年 (昭和 51年)
嶋本 とし子 ｢岡本かの子論-その母性をめ ぐって｣ (山口女子大が 『国文』1980年
7月)
村松定孝 r耽美に生きた岡本かの子一無邪気な吉祥天女像-｣ (『近代女流作家の肖
像』 東書選書 1980年 8月
熊坂敦子 ｢怨念 としての女涜文学 ･林芙美子 と岡本かの子｣ (『国文学』1980年
12月号)
福井淳一 r岡本かの子小論｣ (『主潮』1981年 11月所収)
篠田浩一郎 ｢感覚の文学-かの子再読｣ (『群像』1990年 7月号所収)
『短歌』 12月 (特集 岡本かの子の世界) 1990年 (平成 2年)所収 (長岡健右
｢岡本かの子の仏教的世界一歌のわかれと仏教的模索｣)
別冊太陽 『岡本家の人びと一平 ･かの子 ･太郎』 凡人社 1996年 7月.28日
(季刊年四回発行)
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